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学校法人聖カタリナ学園理事長　中田 婦美子

現代社会の中でキリスト教的世界観を掲げるカ

トリック大学がどのような形で社会的な連帯を行

うべきかは喫緊の課題となっているので、本学にお

ける社会的包括論（Social Inclusion）が意味すること

を考えてみたい。

1962年、カトリック教会史上最も画期的な教会改

革といわれた第二ヴァチカン公会議は次のように

述べている。｢すべての人は社会的連携責任を現代

人の主要な務めの一つに数え、これを果たすことは

神聖な義務と考えなければならない｣(現代世界憲

章30)。更に、2014年、ローマ・ヴァチカンのカト

リック教育省から発表された「教育の今日と明日」

の指針によれば、本学が時代の現実を識別し、地域

社会との連携による効果を共有し、地方自治体から

求められている教育的資質との連合は、大学の自治

と共に社会への有益な貢献となると考えている。そ

の指針に基づき、次のような課題から考察してみた

い。

１）信仰と理性と科学との対話

本学は、現代世界における大きな価値観の変化と

科学技術の急速で際限なき発展の只中にあり、そこ

で学ぶ現代の学生のために、まず信仰と理性と科学

との対話は不可欠なものであるということをこの

社会的包括論の根底におかなければならないと考

える。

経験科学による固有の責任ある技術とシステム

の適正な利用、哲学や神学、その他の学問による専

門的知識と理性、そして自然と人間の知性を超越し

た神秘へと導く信仰、これら三者の統合は必要なも

のである。なぜなら、教皇ヨハネ・パウロ二世は「あ

らゆる学問領域において独自の方法によって行わ

れる研究は、その方法が真に科学的であり、また倫

理的基準にそむかない限り、信仰とは対立すること

はない。なぜなら、地上の事物と信仰の事柄は共に

同じ神に由来しているからである。」〔1983/5 ガリレ

オ・ガリレイに関するメッセージ：これは聖トマス・アクイナス

の〔対異教徒大全〕の理論〕と述べている。したがって、信

仰・理性・科学は矛盾するものではなく、相互の対

話によって、人間の実存のあらゆる段階において、

人格の尊厳とその至高の価値に対する敬意が保た

れ、理性に新たな地平が開かれ、真理の光によって
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和解と融合が生まれると考える。

２）大学研究の国際化と学術機関の管理運営

近年、国際的な大学間の協定を通じて、高等教育

の現場では国際化への動きが活発になり、そこで導

入された手段やプログラムによって、より幅広い科

目の提供、研究管理体制や教授方法の新たなイノ

ベーションが生まれた。本学でも聖トマス・アクィ

ナス国際研究所「ICUSTA」や、東南・東アジアカト

リック大学連盟への加盟によって、アジア諸国の大

学、及び国際的な他大学との知的交流と貴重な学術

的資料の交換のためにもオンライン・リソースの活

用も必要になってきている。

大学の国際化にともない、カトリック大学の健全

な管理運営がその教育機関の質の向上と、持続的な

活動の価値が問われてくる。そのためには、多様な

専門分野間の連携と健全な第三者評価を受けて、学

習体系の信頼性と透明性を確保しなければならな

い。同時に学内における各部署の管理運営の共有化

のためにも、中長期経営計画において研究成果を検

証し、目標達成に向けての組織の統一を図ることが

重要である。

３）産・官・学との連携

地方大学の現在直面している危機的状況は、人口

減少による学生確保の問題である。大学の教育・研

究機関は、その学問のもつ専門性が他大学、地方公

共団体、更に地元民間企業との連携と協力体制に

よって、その地域を活性化し、より多様な文化的あ

るいは技術的な発展をもたらすという可能性を考

えている。このことは、学生たちが将来自己の専門

分野が社会でどのような形で貢献できるかを自ら

考え、インターンシップなどの機会を通じて、学生

自身の自立と意欲を高めるために大いに役立つと

思う。また、本学もコンソーシアム制度によって他

大学との教育プログラムの連携や単位互換等の相

互協力により各大学がそれぞれの個性を尊重しな

がら、地域における多様性の効果も必要になってき

ている。特に本学の学生たちが、キリスト教的倫理

観から政治社会問題、企業や労働市場の原理、人間

性の尊厳と社会における共通善に対する認識、そし

て正義と平和の問題、世界の貧困と格差の問題、環

境・エネルギー改善等への道についても学習するこ

とを期待している。

４）カトリック大学としての社会的包括論

大学は学生が現実と向き合い、自覚と責任感を

持って世界に参入していくように支援する使命が

ある。本学は時代の変化に適応しながら、「愛と真

理」の建学の精神のもとに、高度な専門的知識をも

ち、人間の幸福に奉仕する豊かな人格を持つ若者の

養成を志向している。教皇フランシスコは使徒的憲

章「真理の喜び」において、「カトリック大学は今日

の大きな文化的・霊的・教育的挑戦の中で、英知と

創造性ある研究によって、世界のさまざまな教育機

関とネットワークの構築を通じて再生の長いプロ

セスを必要としている。」（2018/1/29）と説いてい

る。教育は常にその時代から刷新と適応を学び、再

生への道を継続しなければならない。

このたびドミニコ会教授総長ブルーノ・カドレ師

は、本会の精神的ルーツについて全会員に向けての

書簡の中で、「ドミニコが当時直面した世界と教会

の現状と限界の中に彼の深い祈りと学識が着実に

根を下ろしたのは、まさに時代の必要に開かれた連

帯の絆によるものであった。」（2018/8/6）と述べて

いる。

本学園の保護者であるシエナの聖カタリナの精

神のもと、本学も現代のあらゆる危機と限界に挑戦

しながら、「再生の長いプロセス」を歩むために、こ

の「信仰・理性・科学との対話」をいわばその社会的

包括論の基礎として、地域相互連携を通じて将来的

構想を共有したいと思っている。



3

●2018年度愛媛銀行寄付講座・聖カタリナ大学「風早の塾」の開講
　聖カタリナ大学では、愛媛銀行のご支援を受けて、学生に加えて一般の方々
も一緒に聴講できる公開講座：愛媛銀行寄付講座・聖カタリナ大学「風早の塾」
（全14回：5月18日（金）～平成31年1月18日（金））を開講しております。
　昨年度は「松山市駅キャンパス発信　地域の人々とともに看

み

て護
ま も

る社会を
創ろう」をメインテーマとし開講しましたが、本年度は「新しい時代をいきる
　生まれてから老いるまで」をメインテーマに掲げ開講しています。
　5月18日 （金） には愛媛銀行専務取締役　山本惠三様をお迎えし開講式が行
われ、その後、第1回講座を開講しました。講師として中島紀子氏（聖カタリナ
大学短期大学部　教授）が 「子育て支援社会における保育の社会化」をテーマにして150名以上の方にご来場
いただきました。皆様のご来場をお待ちしております。事前申込み不要。参加無料。

●2018年度保育学科公開講座リカレントセミナーを開催
　8月17日(金)、聖カタリナ大学短期大学部保育学科は2018年度公開講
座「第19回リカレントセミナー」を開催しました。
　当日は、県内の幼稚園・保育所・施設で勤務されている方や、本学を
卒業して保育所等に就職した同窓生など延べ152名の先生方に参加して
いただきました。
　午前には「ユニバーサルデザインの音楽遊び～障がい児と健常児の垣
根を越えて～」「日本の保育・子育て支援はどこへ向かっていくのか」
の2講座を開講し、午後からも2つの講座「新聞紙あそびのフルコース」「色と形について」を行い、社会で活
躍されている先生方に職業上の新たな知識・技術を習得していただきました。
　聖カタリナ大学短期大学部保育学科では、今後も社会で活躍されている方の学びたい気持ちを応援します。

●2018年度大学祭
　2018年度大学祭（北条キャンパス）が10月２６日（金）から2８日（日）にかけて開催されました。
　大学祭では、学内ミサ、パイプオルガン演奏会、多数の模擬店の出店があり、様々な物品や食品等が販売さ
れ、地域の方や卒業生などたくさんの方にご来場いただきました。
　ご来場いただきました皆様、ありがとうございました。

●まつやまシニアカレッジ
　聖カタリナ大学と松山市社会福祉協議会の共同企画プロジェクトとして開催している恒例の「まつやまシ
ニアカレッジ」を開講しました。
　この講座は、大学での講義や学生生活に興味のある高齢者の方々を対象に、健康福祉社会づくりを目的と
して開催しており、より豊かな知識の習得のため、幅広いカリキュラムで、本学教員が計10回の講義を行いま
した。

●2018年度聖カタリナ大学キリスト教研究所フォーラム
　聖カタリナ大学キリスト教研究所では、「よく生きること」を2018年度のメインテーマに掲げ、フォーラム
（全4回）を北条キャンパスで開催しております。
　一般の方々も自由に参加できるフォーラムですので、お気軽にご参加くださいますよう、ご案内申し上げ
ます。事前申込み不要。参加無料。
第1回：平成30年10月24日(水)　16:30～18:45　　第2回：平成30年11月14日(水) 16:30～18:00
第3回：平成31年1月23日(水) 16:30～18:00　　第4回：平成31年2月20日(水) 16:30～18:45

●２０１８年度聖カタリナ大学人間文化研究所フォーラム
　聖カタリナ大学人間文化研究所では、フォーラム（全５回）を北条キャンパスで開催しております。
　一般の方々も自由に参加できるフォーラムですので、お気軽にご参加くださいますよう、ご案内申し上げ
ます。事前申込み不要。参加無料。
第1回：平成30年９月2６日(水)　16:30～18:３０　　第2回：平成30年1０月３１日(水) 16:30～18:３0
第3回：平成3０年１１月2８日(水) 16:30～18:３0　　第4回：平成3０年１２月20日(木) 13:０0～15:００
第５回：平成3１年１月３０日(水)　16:30～18:３０

◆◇ St. Catherine News ◇◆



4

◆◇ 平成 30 年度前期行事（H30.4. 1 ～ H30. 9. 30） ◇◆

月 日 曜 区 行　　　　　事

４ １ 日 評議員会・理事会

２ 月 学生生活委員会、新任教職員研修

大 教授会、選考教授会、人間社会学科会議

短 教授会、人事教授会

３ 火 入学式、前学期履修ガイダンス（～4/4）

４ 水 オリエンテーション（～4/5）

大 看護学科運営会議

短 保育学科会議

９ 月 会計監査（～4/11）

１１ 水 奨学制度運営委員会

１３ 金 財務委員会

１４ 土 短 カタリナキャンプ

１８ 水 入試・募集委員会

大 社会福祉学科会議、看護学科会議

２０ 金 理事会

２１ 土 大 カタリナキャンプ

２４ 火 図書館委員会、ＦＤ委員会

２５ 水 キリスト教研究所所員会議、ボランティアセン
ター運営委員会

大 教職課程委員会

２７ 金 教務委員会

２９ 日 学園創立記念日

５ １ 火 教学マネジメント委員会

２ 水 国際交流委員会

短 教授会

7 月 会計監査（～5/8）

８ 火 臨時理事会

９ 水 大 教授会、人間社会学科会議、健康スポーツ学科会議

短 保育学科会議

１０ 木 パイプオルガン演奏会実行委員会

短 人事委員会

１１ 金 まつやまシニアカレッジ、学生相談室運営会議

１５ 火 大 人事委員会

１６ 水 母をたたえる日（北条キャンパス）

大 社会福祉学科会議、看護学科会議

１７ 木 衛生委員会

１８ 金 ＳＤ委員会

大 寄付講座①「風早の塾」、人事委員会

２１ 月 大学説明会（宇和島会場）

２２ 火 大 研究倫理委員会

２３ 水 大学説明会（八幡浜会場）、就職委員会、母をたたえ
る日（市駅キャンパス）

大 選考教授会、看護学科運営会議

２４ 木 大学説明会（高松会場）

月 日 曜 区 行　　　　　事

５ ２５ 金 まつやまシニアカレッジ、大学説明会（高知会場）

２６ 土 理事会・評議員会

２８ 月 大学説明会（新居浜会場）

大 教育実習Ⅰ[スポ4]（～6/15）、教育実習Ⅱ[人4]
（～6/8）

短 幼稚園教育実習[保2]（～6/8）

２９ 火 地域連携推進室会議

大 社会福祉学科会議

短 保育学科会議

３０ 水 大学説明会（市駅キャンパス）

３１ 木 ＳＤ委員会

短 人事委員会

６ １ 金 募集広報ＷＴ会議

大 寄付講座②「風早の塾」

５ 火 大 研究倫理委員会

６ 水 クラブ活動協議会

大 大学評価委員会

短 教授会

7 木 大学訪問（北条高校）

９ 土 大 介護福祉事例研究報告会

１２ 火 ＦＤ委員会、大学訪問（聖カタリナ学園高校）

１３ 水 ボランティアセンター運営委員会、財務委員会、将
来計画委員会

大 教授会

１５ 金 大 寄付講座③「風早の塾」、まつやまシニアカレッジ

１９ 火 臨時理事会

２０ 水 大 社会福祉学科会議、健康スポーツ学科会議、社会福
祉実習委員会

短 保育学科会議

２１ 木 四国インカレ（～6/24）

短 人事委員会

２２ 金 大 寄付講座④「風早の塾」

２３ 土 後援会役員会

２４ 日 オープンキャンパス①

２５ 月 大 人事委員会

２７ 水 学内ＦＤ研修会

大 看護学科運営会議

２９ 金 大学訪問（今治精華高校）、四国インカレ（～6/30）

大 まつやまシニアカレッジ、人間社会学科会議

３０ 土 評議員会・理事会

７ １ 日 大 看護学科教育懇談会

２ 月 中長期経営計画担当者会議（大学・短大部会）

大 社会福祉実習連絡協議会

４ 水 大 社会福祉学科会議、入試・募集委員会大学部会
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◆◇ 人　事 ◇◆
《平成30年7月1日付け》

【新規採用】

会計課
サルーテ専属ト
レーナー（非） 忠政　啓文

《平成30年7月20日付け》

【退職】

会計課

課長補佐 宮原　将文

月 日 曜 区 行　　　　　事

７ ４ 水 短 教授会

６ 金 四国インカレ（～7/8）

大 寄付講座⑤「風早の塾」

９ 月 ボランティアウィーク（～7/14）、理事長ヒアリン
グ

短 保育実習Ⅱ（～7/21）・Ⅲ[保2]（～7/23）

１０ 火 臨時理事会、理事長ヒアリング

１１ 水 人間文化研究所所員会議、広報委員会、就職委員会

大 教授会

１４ 土 ボランティアウィーク一般公開日、四国インカレ
（～7/15）

１８ 水 理事長ヒアリング、SWOT分析事務担当者会議、財
務委員会

大 看護学科会議、健康スポーツ学科会議

１９ 木 パイプオルガン演奏会実行委員会

２０ 金 大 まつやまシニアカレッジ

２１ 土 大 寄付講座⑥「風早の塾」

２３ 月 大 基礎看護学実習Ⅰ（～7/27）

２４ 火 SWOT分析会議

２５ 水 学生生活委員会

大 教務委員会、社会福祉学科会議

短 保育学科会議

２６ 木 財務状況等説明会

２７ 金 理事会、GAKUEN説明会

大 寄付講座⑦「風早の塾」

２９ 日 オープンキャンパス②

３０ 月 大 基礎看護学実習Ⅰ（～8/3）

8 １ 水 GAKUEN説明会

大 教授会、人間社会学科会議、健康スポーツ学科会議

短 教授会

２ 木 大 人事委員会

３ 金 教学マネジメント委員会、夏季休業（～9/20）

月 日 曜 区 行　　　　　事

8 ６ 月 大 社会福祉援助技術現場実習[社3、介4、編4]（～
9/5）、介護福祉実習[介2]（～9/1）、精神保健福祉
現場実習［社4］（～8/27）

８ 水 聖ドミニコの日

９ 木 大 介護福祉実習[介3]（～9/5）

１７ 金 短 保育学科公開講座リカレントセミナー

１８ 土 オープンキャンパス③

１９ 日 オープンキャンパス④

２０ 月 SD委員会

２４ 金 臨時理事会

２７ 月 ＳＤ研修会

９ ５ 水 学生生活委員会市駅キャンパス会議

１０ 月 短 人事委員会

１１ 火 奨学制度運営委員会

大 人事委員会、遠隔地支援制度部会

１２ 水 大 選考教授会、研究倫理委員会、教務委員会市駅キャ
ンパス会議

１８ 火 短 保育学科会議

１９ 水 奨学制度運営委員会

大 社会福祉学科会議、看護学科会議、社会福祉実習委
員会

２０ 木 前学期卒業証書授与式

２１ 金 後期履修ガイダンス

短 保健講話

２２ 土 オープンキャンパス⑤

２５ 火 短 研究倫理委員会

２６ 水 人間文化研究所フォーラム

大 看護学科運営会議

２８ 金 理事会

大 まつやまシニアカレッジ、寄付講座⑧「風早の塾」

２９ 土 大 ＡＯ入試面接、編入学試験

短 ＡＯ入試面接

《平成30年8月1日付け》

【新規採用】

学生支援課

浅井　翔一

《平成30年8月31日付け》

【退職】

保育学科

助教 松谷　和俊

《平成30年9月21日付け》

【新規採用】

人間健康福祉学部

助教 西本　絵美

【昇任】	

人間健康福祉学部

助教 庄野　亜矢子
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【聖カタリナ大学教授会議題】
H ３０．４．２　第１回
１． 平成３１年度聖カタリナ大学入学試験概要（案）について

２． 復学について

３． 退学について

４． 除籍について

５． 科目等履修生の受入れについて

６． 聴講生の受入れについて

７． 聖カタリナ大学研究倫理関係規程の一部改正について

H ３０．５．９　第２回
１． 復籍について

２． 退学について

H ３０．６．１３　第３回
１． 休学について

H ３０．７．１１　第４回
１． 教授会規程の一部改正（案）について

２． 合同教授会運営内規（案）の制定について

３． 外国人留学生特別入試について

４． 科目等履修生（外国人留学生）の受入れについて

H ３０. ８. １　第５回
１． 前学期末卒業予定者の卒業の認定方法について 

２． 退学について

【聖カタリナ大学短期大学部教授会議題】
H ３０．４．２　第１回
１． 平成３１年度聖カタリナ大学短期大学部入学試験概要（案）について

２． 卒業の認定について

３． 科目等履修生の受入れについて

４． 休学について

５． 退学について

H ３０．５．２　第２回
※ 報告・連絡事項のみ

H ３０．６．６　第３回
※ 報告・連絡事項のみ

H ３０．７．４　第４回
１． 教授会規程の一部改正（案）について

２． 合同教授会運営内規（案）の制定について

３． 学則の一部改正（案）について

H ３０．８．１　第５回
１． 前学期末卒業予定者の卒業の認定方法について

◆◇ 平成 30 年度教授会議題（前期） ◇◆

団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

剣道部

4/15 第30回　愛媛県女子剣道選手権大会 愛媛県武道館 7 女子：2回戦進出

5/20 第65回　中四国学生剣道選手権大会
第50回　中四国女子学生剣道選手権大会 愛媛県武道館 8 男子：3回戦進出

女子：4回戦進出（ベスト16）

6/2・3 第63回　西日本学生剣道大会
第33回　西日本女子学生剣道大会 福岡市民体育館 10 男子：2回戦進出

女子：出場

6/10 第34回　香川近県学生剣道大会 香川大学 12 男子：出場
女子：出場

6/24 第69回　四国地区大学総合体育大会 丸亀市民体育館 14 男子：出場
女子：出場

8/5 第21回　愛媛県レディース剣道大会 西条市東予体育館 3 女子：出場

9/2 第65回　中四国学生剣道優勝大会
第45回　中四国女子学生剣道優勝大会 岡山市総合文化体育館 12 男子：出場

女子：出場

9/9 第69回　愛媛県剣道大会 愛媛県武道館 2 女子：出場

硬式テニス部 7/6・7 第69回　四国地区大学総合体育大会 香川県総合運動公園 4 男子：荒天により中止

サッカー部

通年 2018年度　愛媛県サッカーリーグ（1部） 愛媛県内 － 1部リーグ：1勝3敗4分
（平成30年7月11日現在）

通年 2018　四国大学サッカーリーグ（2部） 四国地方内 － 2部リーグ：2勝0敗
（平成30年5月15日現在）

6/30・7/1
平成30年度　四国大学サッカートーナメント
兼　第42回総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメント四国地区予選会

北条スポーツセンター － 2回戦進出

6/23・24 第69回　四国地区大学総合体育大会 香川県総合運動公園 31 2回戦進出

◆◇ 平成 30 年度 クラブ等 活動状況 ◇◆ H30.9 .20 現在

体育局（部）
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団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

卓球部

5/19・20 第52回　春季リーグ四国学生卓球選手権大会 徳島市立体育館 4 男子（団体：2部3位、シングルス：出
場、ダブルス：2回戦進出）

6/21・22 第69回　四国地区大学総合体育大会 坂出市立体育館 6 男子（団体：6位、シングルス：3回戦
進出、ダブルス：2回戦進出）

8/29・30 第52回　秋季リーグ四国学生卓球選手権大会 松山市総合コミュニティー
センター 4 男子（団体：2部2位、シングルス：2

回戦進出）

男子
バスケットボール部

5/12・13 平30年度　全四国大学バスケットボール新人
大会

愛媛大学
松山大学 15 2回戦進出

6/23・24 第69回　四国地区大学総合体育大会 高松市牟礼総合体育館 11 出場

ダンス部

5/13 ダンス公演（五月祭） 北条育成園 12

8/5 ダンス公演（泰斗福祉会夏祭り） 障害者支援施設かなさんどう 16

8/11 松山まつり「野球拳おどり（団体連の部）」 松山市内 30 準優勝

8/19 ダンス公演（上辻夏祭り） 柳神社 12

なぎなた部
7/1 第53回　愛媛県なぎなた選手権大会 愛媛県武道館 1 演技競技：出場

試合競技：出場

8/12 第57回　全日本学生なぎなた選手権大会 埼玉県入間市市民体育館 1 試合競技：3回戦進出

軟式野球部

春季 平成30年度　四国地区大学軟式野球連盟春季
リーグ戦

香川県
徳島県 － 出場

6/22～24 第69回　四国地区大学総合体育大会 津田総合公園 19 出場

秋季 平成30年度　四国地区大学軟式野球連盟秋季
リーグ戦

香川県
愛媛県 － 決勝リーグ進出

（平成30年9月13日現在）

弓道部 7/6～8 第69回　四国地区大学総合体育大会 三豊市詫間町体育館 8 男子：荒天により中止
女子：荒天により中止

体育局（同好会）

団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

CFC 7/14・15 第69回　四国地区大学総合体育大会 とらまるてぶくろ体育館
（香川県東かがわ市） 13 出場

新体操同好会

5/22～24 第68回　西日本学生体操選手権大会 北九州市立総合体育館 1
個人総合8位（全日本学生体操選手権
大会出場権獲得）、フープ：9位、ボー
ル：5位入賞、クラブ：14位、リボン：
10位

8/16～19 第70回　全日本学生新体操選手権大会 高崎アリーナ 1
個人総合33位、フープ：27位、ボー
ル：28位、クラブ：40位、リボン：
43位

ソフトテニス同好会 7/6～8 第69回　四国地区大学総合体育大会 香川県総合運動公園 8 男子：荒天により中止

文化局（部）

団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

ＶＹＳ

4/22 ボランティア
（みなら特別支援学校青年学級との交流） みなら特別支援学校 3

6/17 平成30年度　青少年リーダー育成研修会 えひめこどもの城 3

8/18・19 第11回　わくわく体験キャンプ 伊予市西願寺 1

9/2 ボランティア
（みなら特別支援学校青年学級行事） 松山市内 1

9/15 県内大学等活動内容発表・交流会 松山大学 2

文化局（同好会）

団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

学生赤十字奉仕団

全23回 啓発活動（献血） 愛媛県赤十字血液センター
大街道出張所 － 献血の呼びかけ、献血ルーム内の案

内（平成30年9月8日現在）

6/16 学生赤十字奉仕団　総会・新人研修会 日本赤十字社愛媛県支部 11

8/25～27 平成30年度　赤十字ボランティア・リーダー
研修会

国立オリンピック記念青少
年総合センター 1

8/31～9/2 第5ブロック青年赤十字奉仕団研修会 香川県青年センター 2

メディアデジタル 8/10～12 写真撮影（松山まつり） 松山市内 2

その他団体

団体名 期　間 大会名・イベント名等 開催場所 参加
人数 備　　考

学生ボランティアセンター 7/9～14 ボランティアウィーク 聖カタリナ大学北条キャン
パス －
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私は今から30年ほど前、看護師としてのこれまで

の十数年間の労働衛生や学校保健、病院臨床等の経

験を通して、看護師がカウンセリングの素養を身

につけることの必要性を強く考えるようになりま

した。そして、昭和63（1988）年から２年間、大学の

カウンセリング研修課程でカウンセリングについ

て学び、平成３（1991）年から精神保健福祉総合セ

ンターの精神科デイケアで、精神障害者のリハビリ

テーションに従事してきました。また民間総合病院

では、これまでの看護師としての経験とカウンセリ

ング技術を生かして、精神科や身体科の患者さんに

カウンセリングを行ってきました。一方、領域を越

えて医師や看護師、コメディカルの連携を円滑に進

めるためのリエゾン精神看護も行いました。

当時は、日本看護協会認定の精神科専門看護師の

制度はまだありませんでしたので、モデルとなるも

のがなく、暗中模索の状態でした。そこで、臨床心

理士が初心者のうちは自分のスーパーバイザーを

持って指導を受けるように、私も臨床心理学教授の

スーパービジョンを受けることにしました。スー

パービジョンに通うようになってからも、看護師が

心理的ケアを専門にするということは全く新しい

領域でしたので、アイデンティティの獲得に戸惑い

ました。スーパーバイザーは、「臨床での研究成果を

学会等で発表し、看護カウンセリングという新しい

領域をつくってはどうか」と提案してくださり、看

護カウンセリングの研究に取り組みはじめました。

その３ヶ月後、奇しくも広瀬寛子さんの「看護カウ

ンセリング」という著書が医学書院から出版され、

私の実践と重なるところが非常に多く、大いに参考

になりました。

最初の研究は「ある脳内出血患者が表現した死の

イメージ」というタイトルで、視床出血のために意

志の疎通が困難で、抑うつ状態と診断された患者の

実践研究でした。この研究は、コミュニケーション

の媒体に絵画を用いたケースですが、そこに死を暗

示するイメージが頻出し、無意識の世界では死の準

備をしておられるかのように見えました。私は、そ

の絵を介して患者の気持の理解と共感につとめま

した。その後、この患者は病状が安定したものとし

て退院され、数日後に亡くなられました。

この研究では、絵画に表現された患者の世界とそ

の心理プロセス、そこに関与したセッションの意味

を考察しました。この研究からは、言語的な意志の

疎通が難しい患者でも、絵画を用いることで深いレ

ベルでの心理的交流が起こり、カウンセリングが可

能になるという示唆を得ました。

この後も、看護カウンセリングの研究を積み重

ね、修士論文では「人間性精神看護の理論的システ

ム化に関する研究」としてまとめ、博士論文では、

「サイコセラピューティック・ナーシングの構想－

The new concept of psychotherapeutic nursing－

its clinical and educational applications」として、そ

の後の看護と教育への応用を基に、心理療法的看護

の理論化を試みました。

現在は、それらの考え方を基に大学で学ぶ看護学

生や臨床看護師、地域で働く保健医療福祉関係者に

教育・スーパービジョンを行っています。

これからも諸先生方のご指導をいただいて研究

や教育に励み、それらの結果を人びとの福祉に還元

できるよう、努力していきたいと考えています。

聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科�
精神看護学教授　軸丸　清子

◆◇ 研究室探訪 ◇◆

聖カタリナ大学・短期大学部学報
〒 799-2496　愛媛県松山市北条６６０番地

ＴＥＬ．089 － 993 － 0702( 代 )
http://www.catherine.ac.jp

編集・発行
広報委員会

kouhou@catherine.ac.jp


